
宇宙科学分野のメタデータスキーマSPASEと
JPCOARスキーマとのマッピングについて
－学術分野メタデータからのマッピングに関するパイロット的取り組み－

名古屋大学附属図書館 直江千寿子

令和4年11月11日 RDUF 
公開シンポジウム ライトニングトーク



宇宙科学分野のメタデータスキーマ

2

▷ SPASE (Space Physics Archive Search and Extract)

・NASAを中心とする国際コンソーシアムが策定
・国際標準のメタデータスキーマ
・日本でもこれに準拠したメタデータを作成し

分野のDBであるIUGONETに登録（約1200件）



機関リポジトリへの登録
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▷ 日本の学術流通における汎用スキーマ：JPCOAR
▷ 登録のメリット

・DOI取得可能
・大学や機関の知の資産に
・メタデータのハーベストによる被検索可能性向上

機関リポジトリ → (NII) IRDB → データカタログ横断検索システム → Google Dataset Search

・（今後）共通メタデータ項目へ対応可能



SPASE-JPCOARマッピング
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2022年7月から以下のタスクフォースメンバーで実施

メンバー スキル
宇宙科学分野の研究者
（宇宙地球環境研究所所属教員） SPASEに関する知識・運用経験

図書館職員 JPCOARに関する知識・運用経験

情報学エンジニア マッピングを実装するための知識・技術



完成したマッピングテーブル（一部）
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JPCOAR SPASE



他研究分野・機関への展開可能性
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▷ 分野のメタデータ → JPCOARスキーママッピング
・ 学術分野共通の課題
・ 機関リポジトリへ登録するメリット
・ 名大でパイロット的な取り組みを実施中
・ 全国の大学・機関で同様の取り組みを共有希望

お問い合わせ先：名古屋大学附属図書館学術機関リポジトリ担当
ir-admin＠nul.nagoya-u.ac.jp
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本日の振り返り

お問い合わせ先：名古屋大学附属図書館学術機関リポジトリ担当
ir-admin@nul.nagoya-u.ac.jp
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